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日吉農林公社 日吉夢産地

街角ギャラリー「なんでも館」

加
工
施
設
の
有
効
稼
動
を
図
る
。
更
に
、

広
見
農
業
公
社
お
よ
び
日
吉
農
林
公
社

の
経
営
基
盤
の
健
全
化
と
農
業
生
産
組

合
や
集
落
営
農
組
織
等
の
育
成
強
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
型
農
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
森
の
三
角
ぼ
う

し
・
夢
産
地
を
中
心
と
し
た
地
産
地
消

運
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　

林
業
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
の
実

施
に
よ
り
山
林
の
有
効
的
な
施
業
計
画

を
作
成
し
、
水
土
保
全
林
・
森
林
と
人

と
の
共
生
林
・
資
源
の
循
環
利
用
林
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
た
森
林
資
源

の
整
備
促
進
を
図
る
。
併
せ
て
、
森
林

施
業
の
基
盤
と
な
る
林
道
網
の
整
備
お

よ
び
林
業
従
事
者
の
確
保
対
策
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
森
林
組
合

の
自
立
強
化
を
促
進
す
る
た
め
「
南
予

流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
日
吉
森
林
組
合
と
南

予
森
林
組
合
の
合
併
を
促
進
し
、
中
核

組
合
と
し
て
の
機
能
強
化
が
発
揮
で
き

る
よ
う
指
導
・
育
成
に
努
め
る
。
ま
た
、

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
、
農
村
振
興
総
合
整
備

事
業
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
お

よ
び
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
に

加
え
、
本
年
度
か
ら
新
規
に
里
地
棚
田

保
全
整
備
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
農

業
農
村
整
備
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、

農
業
生
産
基
盤
お
よ
び
生
活
環
境
基
盤

の
整
備
充
実
に
努
め
る
。
 （

２
）
商
工
観
光
部
門

　

近
年
の
相
次
ぐ
大
型
店
舗
の
進
出
等

に
よ
り
、
町
内
の
商
店
街
は
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
が
、
引
き
続
き
商
工

会
組
織
の
育
成
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
商
工
会
合
併
に
向
け
て
の
協
議
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
商
店
街
の
活
性
化

と
集
客
対
策
の
取
り
組
み
を
促
進
し
、

「
活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
、
今
年
度
も
、
引
き
続
き

町
単
独
事
業
と
し
て
「
が
ん
ば
る
商
店

街
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
厳

し
い
社
会
経
済
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

継
続
し
て
情
報
を
発
信
し
た
町
の
姿
勢

が
実
り
、
昨
年
度
は
愛
治
地
区
に
企
業

の
立
地
を
見
、
地
域
雇
用
の
創
出
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
も
引

き
続
き
、
情
報
の
発
信
、
収
集
に
重
点

を
置
き
、
常
に
行
動
が
起
こ
せ
る
体
制

を
堅
持
す
る
。
ま
た
、
地
場
産
品
と
観

光
資
源
の
融
合
に
よ
り
、
農
林
業
と
商

工
業
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
取
組

み
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
観
光
開
発

や
交
流
事
業
を
推
進
し
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、平
成
16
年
度
「
自

然
公
園
等
整
備
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、

国
お
よ
び
県
の
支
援
で
成
川
野
営
場

（
キ
ャ
ン
プ
場
）
の
整
備
に
着
手
し
、
今

年
度
か
ら
２
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
成
川
渓
谷
等
の

観
光
資
源
の
効
果
的
な
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
観
光
行
政
の
な
お
一
層
の
活
性

化
に
努
め
る
。

　

更
に
、「
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地

を
今
後
ど
の
よ
う
に
有
効
利
用
し
て
い

く
か
」
こ
の
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
の
鬼

北
町
の
将
来
に
と
っ
て
、
最
も
大
き
な

課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。
早
急

に
「
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
利
用
対
策

協
議
会
」
を
設
置
し
、
産
業
振
興
・
雇

用
対
策
・
商
工
業
の
活
性
化
・
公
共
施

設
等
の
整
備
な
ど
、
様
々
な
選
択
肢
を

視
野
に
置
き
、
決
し
て
結
論
を
急
が
ず

有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討
・
協
議
を
進

め
る
。

２　

快
適
な
環
境
の
整
備

（
１
）
道
路
交
通
部
門

　

道
路
は
、
産
業
経
済
活
動
や
住
民
生

活
を
支
え
る
最
も
基
本
と
な
る
施
設
で

あ
り
、
社
会
資
本
の
中
で
も
最
優
先
し

て
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
幹
的

施
設
で
あ
る
。
合
併
に
よ
り
、
経
済
圏

や
日
常
生
活
圏
の
拡
大
な
ど
、
近
年
の

社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、
道
路
の
果

た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、
高
速
道
路
時
代
に

即
応
し
た
国
道
・
県
道
等
の
広
域
幹
線

道
路
網
の
整
備
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

火
災
や
急
病
等
に
お
け
る
緊
急
車
両
を

始
め
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
介
護
車
両

等
の
円
滑
な
交
通
に
支
障
を
来
た
し
て

い
る
道
路
や
住
民
生
活
に
密
着
し
た
生

活
道
路
等
の
整
備
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
害
者
な
ど

交
通
弱
者
に
配
慮
し
た
歩
道
の
整
備
と

安
全
施
設
の
充
実
に
努
め
る
。

（
２
）
生
活
環
境
部
門

　

「
環
境
の
世
紀
」
を
迎
え
た
今
日
、
国

レ
ベ
ル
で
持
続
的
発
展
が
可
能
な
循
環

型
社
会
の
構
築
に
努
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
、

生
活
環
境
の
保
全
、
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
、
循
環
型
社
会
等
の
推
進
を
図
り
、


